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筆者等(上林)は本主題に閥i坐して， 1966年度の本'宇部
紀要に「台所係機化に関するJ島礎的研究」を発表したU}以
後.この方面の研究には国内においても二.三の注目す
べきものがあるが.それらは本論文および本論文に関連
する論文12)に摘出して論ずることとし，本論文でI.t.主と
して台所における収納に関係する食Ü，調理技~~，貯蔵
食品，調味料等の標準所有滋を約15年ぶりに諭じ.台所
様成に関 して空間的，装備(Fixture)的，また設備
(Equipment)的にその標準化にアプローチしたい。
1 .本議文のZ主義
論文の窓設については，前‘論文に明示したものと殆ん
ど差異はない。しかし前論文に縫示した国民生活上の台
所に関する泌|問題の指摘I.t， 現時点でも殆んど変更はな
しむしろ婚制した状況になっている問題が多い。たと
えば，住生活機式の変容は.そのrmの「石油ンヨツクJで
嫡象される経済事情の変動にもかかわらす下なお加速さ
れているように見うけられるし，公共住宅における台所
設計と実生活における矛盾li，なお拡大されているとい
わざるをえ会い状況を呈している少すなわち箸省(上林)
等が約20年もがIに指摘した公共アパート(公営および現行
公社，公団住宅等を含む)のスラム化の怖れが，ある局面
においては現尖の問題になってきているのである。
国民の生活状況に応じ，生活苦Eボの延長線に先lTR1)し
て生活環境を企凶lし造形するということは住}斤予の法本
的な命題の一つである。すなわち生活は本質的に「訪日子j
するものであリ，造形される物的環境は派生的に「不易j
のものであるから.その問の矛!首は本来的なものである
けれども，なお生活者を主体的にとらえる住J，i;."芥は，生
活者のためにこの矛盾を最小にするように機能しなけれ
ばならないのである。{主に関するこの矛盾はいうまでも
なく住環続全l商に及んでいるけれども，特に激しく涼呈
(1) 
している場のーっとして台所の物的環境に関する問題が
あると言えよう。
いま，欧州，特に中部および北部の先進的諸国におけ
る台所の以上のような問題を省祭すると，生活の変化は
滅相にわたって堅実かつ緩慢におこなわれ，その物的環
境とのギャップは必ずしも強〈顕在化していない。また
北米においては今世法廷のマス・コミュニケーションのメ
ディアの飛躍的な党以とと もに生活保式の普遍化が佼i重
し.特にF・ルーズベルト大統領のニューディール政策
のなかでは，社会的な~請として所.\Hアメリカ的'主iili機
式」の確立もとりあげられ.多民放の集イT体であるにもか
かわらず，その生活織式はやや高水I悼の物的環境をとも
なって標準化し安定したものになってきている。したが
って北米聞において も，所2胃7 イナリテ ィの問題を除い
て.台所に関する|問題I.t.鎮静化した+話相をみせている。
ひるがえって中間の状況をみると.特に食生活に|剥して
は簡索化された伝統的な物的環境のなかで相当充足され
た生活がおこなわれておリ，耳Ijに外食の慣習もあって，
台所に関する問題 I.t.顕代化していなも、。特に食生活に '~I
する用具.については， 二，三の例外，たとえば魔法版の
ようなものを除き，殆んど変化がみられず.これはかえ
ってiわ、時間経過と とLに洗練され例定化されてき た生
活線式の結笑ともは'受けられる。
以上述べてきたことは.台所際司(fヒの問題も一つの文
化相のあらわれであって.必ずしもグローパルな危機的問
題ではないということである。しかし，-r . 1の「社会的j且
歩」という概念を.より多くの精成fjが， より幸和1な状況
ーーすなわち，ここでは向己実現の可能性を内包する環
境ーーの獲得ということと解釈すれば， この問題は現下
の我医lに必いては大きい存在となる。この問題の解消に
アプローチし， なお・一歩進めて生t兵隊式の向上的機権化
がa没定されるとすれば.それは社会的に安定した新しい
生活文化の創造に寄与しう るものになるはずである。
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2.本論文の目的と関係文献
本論文の直般的な目的I:J. ，羽盗によって現イ1ごの食生活
の動向を知るとともに，女-(-大学生をもっ'ぷ反を対象と
して台所の実態を調べ(4)食探，調.f!l!.昔tlL，調味料，貯蔵
食品等の所有状態，使用状態.入手方法等から所有の際
準を探究し.更にその収納を々l長して台所全体の標準化
にアプローチすることにある。
十i治文て、は，持Illiホワイトカラ一層を対象として!日J-bfi 
なz鈎炎をし.一般庶民生活のli'j上を考え幾分ストイ ック
に所有の照準を求めた。またそれらの収納については，
品目別，収納部位別にその収納方式と谷桜を算定するに
止め.台所のd十耐資料としたが全収納古1¥の設計例は例示
しなかった。今回は対象家庭が，少し成熟し1;皆!凶も向い
きらいはあるが，実際の'f'均的所有にj丘ぃt"準を求め，
品目日1].昔日位別にその収納を示し，それより台所の設計汁
凶19IJを例ポする。これは予準化する今後の生Ufj様式にア
プローチL.研究結*を手IJ附しやすい形にするためである。
参巧ーのため関i主文献を仰IJ:;f，する。坂出はiifl;L任研究にお
いて(日高校生家庭を対象として厨房用品，食器制等をi朔
居 ，凶ん二子
べ，全体の収納に必要な谷棋を算定している。また広瀬，
岩下等は一連の収納に関i坐する論文の中で16}キッチン ・
ユニ ソトにおける収納スペースのケース ・スタディをお
こなっている。双方とも部分的には参照しう るデータ で
ある。また私設商品科学研究所のパンフレットに台所持
物調資結果が示きれているが(7)この調査対象は某百貨山
系のテストキッチンについての会只で，百貨前売場の関
述全商品をリストア ップしているので，稀有の商品まで
の所有がみられ.特殊なグループと A号えられるから学術
諭文としては扱わない。
3.調査の概要
請Mは，住居学専攻学生(3年次)の家庭を対象とし.
fI所の平r(Jj図.展開1><1. 台所所有6*具等を実iW1記入させ
た。調査住戸69件中66f牛を集計した。家族数は4人が最も
多<.1世帯主年令は平均50.8オ，主婦年令は平均46.2オ
である。職業は管理職が多い。なお保存食品の調査のみ
大学l年次生の家庭を対象とした (771'牛中66件m，in。
これらの対象世帯れま，前者I:J吾国の平均的収入階層より
やや高<.後者はほとんど平均的な収入階層に近似する。
表一1 手口:食器の所有状態と使用状態
昭和 86牢調査 昭和 50年調査 使 用 鎖 度 寸 法
拘童器
所宵串 平均所有数 週間使附串 所信事 平同所有数 週間使用車 毎 B 11趨間 1度 め佳っわたにない (民多頻度の寸法}
飯 l1i 碗 1 0 0日記 11.1個 1 0 O ~話 1 0 0第 1 3.5個 8 a書面 79% 4自届 17勉 ;120 H50 
汁 備 1 0 0 1 .3 9 8 1 0 0 1 a.7 8 a 82 l 1 7 ;120 H60 
血 9 6 1 7.6 88 9 4 1 6.4 9 4 8 1 1 3 6 ;120 H20 
中 皿 7 8 6.9 9 0 9 5 1 3.9 8 5 6 4 2 1 1 5 ;160 H25 
大 皿 3 0 6.8 4 2 7 0 7.4 6 4 38 2 6 36 ;200 H30 
特小皿 1 9 6.4 1 0 0 7 3 1 2.2 7 5 44 3 1 2 5 ; 9 0 H20 
きしみ皿 67 6.1 59 8 0 9.2 7 1 15 5 6 2 9 ;145 H20 
盛 皿 4 8 2.1 1 5 6 7 4.1 5 8 2 5 3 3 4 2 L 210 x 8110 xli 25 ;220 H 30.40 
煮物皿 58 8.3 8 4 4 3 4 1 1 6 ;180 H50 
焼与もの皿 7 0 8.8 65 1 6 4 9 35 ;160.1801曲品目崎時制，ほ以w)
おしんと皿 7 9 6.2 8 6 6 4 3 2 1 4 ;105 H20 
鉢 89 1 2.2 8 9 8 8 1 4.1 8 2 4 2 4 0 1 8 ;110 H45.50 
中 鉢 4 1 5.3 90 88 9.9 85 3 1 5 4 1 5 ;120 H50 
盛 鉢 89 3.9 5 2 7 4 4.0 7 0 2 6 4 4 80 ;200 H70 
茶碗 b し 7 0 7.8 8 0.5 9 1 9.0 4 8 s 4 0 57 ; 8 0 H90 
井 7 8 4.7 2 8 89 7ω7 67 15 5 2 8 3 ;150 H70 
はし櫨晶 5 9 6.5 。 8 2 1 0.1 29 8 2 1 7 1 L50XS10XH10 
急 須 1 0 0 3.0 9 0 95 4.0 9 7 9 0 7 s 砂100 H80.100 
場のみ 1 00 2 5.0 94 9 7 2 5.9 9 2 7 3 19 8 ; 60 H80 
お茶漬lf前 38 4.8 54 8 46 4 6 ;150 H70 
銚 子 9 6 4.0 8 9 5 8.4 3 8 1 3 25 6 2 ; 6 0 H 1 30 
きかずき 89 9.8 8 97 15.1 4 8 1 6 2 8 5 7 ; 50 H40.50 
1 ，;. 三E 87 2.5 。 7 1 5.3 3 3 8 2 5 6 7 . 75 H35 
甚'" < 85 9.4 4 91 1 5.4 65 18 4 7 8 5 ;120 H30 
薫子皿 81 9.5 34 88 1 2.2 67 1 4 58 3 3 ;120 H15 
棒高鍋 4 4 8.8 。 5 5 4.1 8 2 2 3 0 68 ;120 H75 
汁粉鴎 11 1.0 。 3 0 6.1 29 2 9 7 1 ; 90 H70 .80.85.1伺
薬味人れ 1 9 2.8 2 0 53 2.7 7 5 8 0 4 5 25 ; 70 H 50 
しょうゆ入れ 4 4 1.3 。 8 6 3.2 7 9 6 5 14 2 1 ; 6 0 H80 
本 血 4 2 6.5 4 4 8 3 6 5 6 ;100 H15.20 
中 1 持 23 4.8 。 64 5.8 6 5 9 5 6 8 5 ;190 H65 
中畢盛皿 7 4.5 。 80 3.3 6 9 11 58 3 1 ; 180 H80 
中車銘皿 4 5.0 。 27 6.4 1 0 0 29 7 1 ; 110 ， 21抽 .205 H剖
中華小鉢 4 5.0 。 27 5.9 7 9 7 9 2 1 ;120 H50.60 
ちりれんげ 3 7 4.1 2 0 5 9 6.4 4 6 4 4 2 5 4 
弁当箱 67 3.0 56 a I 25 4 4 L1却 XS120XH30 
革 範 5 6 1.4 。 7 0 2.6 2 2 98 L200XS200XHI85.2叫
(2) 
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表-2 洋食器の所有状態と使用状態
昭和 86年調査 昭和 50年調査 使 用 '且 度 寸 法
洋食器 めったに
所有車 平均所有数 週間使用率 所有車 平均所有車 週間使用車 毎 日 1 週間 1度 使わない (ll多鰻度の寸法)
コーヒ一斉明 1 0 0侮 1 2.0個 7 8婦 1 0 0毎 1 2.8・7 6侮 4 8錫 28 ~匹 24% ;80 1I60 
コーヒー畳血 1 00 12.3 78 9 7 12.8 6 8 33 8 0 87 ;150 H20 
貴事用ナイフ 9 8 7.0 5 4 1 0 0 8.9 7 6 18 58 24 
. "プ ンー 9 6 7.0 56 1 0 0 12.7 89 44 4 5 11 
， 7*ーク 9 a 6.8 75 1 0 0 10.2 85 27 58 1 5 
ティー ・スプー ν 9 a 1 5.3 9 1 1 0 0 1 6.7 9 0 7， 5 1 5 1 0 
フ，. ーツ・フオー 9 3 1 .4 a 7 9 9 1 3.0 89 55 a 4 11 
平皿大 8 9 '1.2 7 8 9 6 1 0.1 61 40 2 1 39 ;230 820.25 
中 7 8 9.2 90 97 1 0.9 9 2 7 4 18 8 ;190 H20 
， 小 74 7.5 85 7 8 18.4 9 2 78 1 4 s 。150 H15.20 
盛 皿 8 9 3.8 3 9 80 6.3 6 8 25 4 a 8 2 ;250 H30 
ス プ凹 85 1 2.4 7 2 8 6 1.1 9 1 2 5 6 6 9 ;190 H40 
フル』ツ血 7 4 6.8 5 5 68 8.0 8 2 4 0 4 2 18 ;140 1I80 
7"ーツ・ナイ7 7 0 5.1 58 71 4.8 7 6 26 5 0 24 
盛 鈍 67 1.8 S 8 64 2.4 6 6 2 2 4 4 S 4 ; 2 2 0 日70
オードブル 56 2.9 1 4 4 2 2.4 2 5 6 1 9 7 5 ;280 H20 
ミルクカ7プ 52 2.8 7 1 64 4.5 86 54 32 1 4 ; 80 1190 
Eルク入れ 4 8 1.1 7 5 6 1.6 55 29 26 45 ; 80 R80 
砂織入れ 4 4 1.1 s 80 1.9 84 67 17 1 6 ; 80 1170 
証E革某 E且 8 2 1 .0 7 7 4 6 8 1 23 ; 90 H60 
， 受皿 8 2 1 0.9 7 3 38 3 5 27 ;150 R20 
パターナイフ 86 2.6 99 89 1 0 E 
パター入れ 7 S 1.8 85 75 1 0 15 L140XS80XI160 
グラタン血 80 6.6 57 7 6 5.8 51 6 4 5 4 9 L200XS100XH30 
"'フ ト 80 1.6 2 5 67 1.6 6 5 4 1 24 85 ;150.HI20.D200 
キ T セロール 34 1.1 。 4 2 2.1 a 0 11 1 9 7 0 ;220.HllO 
ランチ皿 11 1.3 10 0 a 6 6.9 65 11 54 35 ;170. 190.200.L 81附面積。
コキール皿 7 5.0 5 0 1 7 5.9 S 0 1 0 2 0 70 
中 鉢 30 1 0.2 5 0 39 5.1 84 26 58 16 ;160.1:60 
鉢 26 7.8 4 0 3 6 6.0 79 2 9 5 0 21 ;120.1:45 
エ γグスタンド 19 2.4 6 0 6 0 4.9 54 12 4 2 46 
エ7グベー カー 1 9 2.0 20 9 a.2 6 0 2 0 4 0 4 0 
コンポート 4 1.0 。 2 9 1.6 28 14 1 4 7 2 ;250.H100 
本重し 2 6 1.1 。 4 2 1.8 4 8 31 1 7 5 2 ;100.H210 
アイスペー}. 50 1.3 4 9 26 23 5 1 ;180.H200 
表-3 1fラス食器の所有状態と使用状態
昭和 36年調査 昭如 50革調査 使 月日 期 度 寸 法
ガラス貴IS めったに (Ø:~頼度の寸法】所有 車 平均所有数 週間使用車 所有率 平均所有数 週間使用車 毎 日 1週閣 1度 使わ'.い
コ フプ 1 0 0時 1 6 咽 55 噌 9 8時 2 0.2鍋 9 4婚 8 0時 1 4培 6坤 ; 6 0 H 1 0 0 
ワイングラス 5 6 4.6 。 8 0 6.9 4 8 7 4 I 5 2 ; 6 0 H 1 10 
ウイスキゲフ" 89 8.0 8 94 6.8 6 0 2 5 35 4 0 ; 7 0 H80 
ジ 司 7キ 30 3.1 。 65 5.5 4 6 4 8 7 59 ; 8 0 H100 D105 
カクテルグラス 2 6 8.7 4 4 1 5. 28 4 24 7 2 ; 8 0 H100.105 
9ンブラ 2 2 3.0 1 6.5 77 7.7 7 1 2 2 4 7 3 1 ; 6 5 H I 0 0 
盛 鉢 89 2.1 27 7 1 2.4 62 2 5 87 3 8 ; 220.21切 .21珂 H初
鉢 67 1 1.2 4 5 7 7 6.5 7 6 3 0 4 6 2 4 ;125 R50 
中 鉢 87 4.6 2 7.5 7 0 6.5 8 4 4 0 4 4 1 6 ;120 H50 
特小鉢 4 1 0.0 。 24 7.4 80 1 5 65 2 0 ; 8_O_ n 
皿 57 7.7 28.5 5 9 6.6 7 3 3 9 3 4 2 7 ;120 H20 
中 皿 2 6 5.3 66.5 7 6 6.2 7 7 3 3 4 4 2 3 ;150.190 H80 
大 皿 58 3.9 7 9 2 9 50 2 I ;280 H30 
盛 皿 2 2 2.2 25 6 4 2.0 7 I 1 5 5 6 2 9 ;250 H50 
持ハ皿 8 0 6.5 25 2 1 5.2 67 67 3 3 1100 H20 
ホ 3 し 2 6 1.6 。 6 1 1.3 8 9 1 2 27 6 I ; 8 0 H250 
ふたも由 8 0 1.6 1 2.5 2 3 2.4 56 2 5 8 1 4 4 ;1101170 
氷入れ 2 6 1.1 。 58 1.2 4 4 9 85 5 6 ; 120 1I110.130.1却 .170
コーヒー某磁 1 5 5.3 。 2 1 6.4 4 2 2 1 2 I 5 8 ;70 R70 
紅 』匹。 4 2 5.5 5 0 1 4 a 6 5 0 ; 9 0 H50 
コ ヒー畳皿 2 0 4.7 5 9 45 1 4 4 1 ;150 H20 
紅 集・ 39 5.5 4 6 1 5 8 1 54 ;150 H20 
"ンチグラス 12 8.3 。 18 7.8 4 2 4 2 5 8 ; 7 0 H60.75 
レモンし1Iり 30 1.0 。 58 1.1 63 1 5 48 3 7 ;120.130 H10 
コップしき 5 6 4.6 。 6 4 7.6 6 1 9 5 2 3 9 ; 7 5 H 1 5 
砂楠入れ 1 2 1.8 。 58 1.2 7 2 50 22 2 8 ;100 H80 
調味斜入れ 12 1.0 1 6.5 2 9 2.2 14 57 17 2 6 ; 60 H80.120 
場のみ s 4.5 。 27 7. a 6 1 a a 28 3 9 ; 8 0 H 1 0 
(3) 
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表-4 主要調理器具の所有状態と使用状態
昭和 36革調査 昭和 60年縄査 使 用 鋼 度 寸 法
主質調理包具
所帽阜 平均所有敬 週間使用車 毎 日 1週間 1度 め ~t.二IC (."煩度由寸法}所有事 平均所帯数 週間使用車 使bない
両手'Il・ 78繕 1.2・ 8‘帯 49~匹 85~悟 1 6!5 ;240 H70.田.1佃 02帥
中鍋 100晦 4.2・ 98睡 89 2.1 98 87 II 2 ;2:釦 H回0.1剖 08)0
探鍋 79 1.4 94 49 ‘5 e ;21国 H"O08:泊
片手蹟鍋 6 5 1.6 8 9 7 6 1 8 II ; 145 B70 0園川
中鍋 1 0 0 8.6 1 0 0 7 7 1.8 9 6 87 9 4 ; 1却 HI80Oa4D 
標鍋 5 8 1.5 86 7 2 1 4 14 ;210 HIl!O 08ω 
Eルタ・パ ン 64 1.2 9 6 66 80 4 削岨 HI伺 0240
フラ~ ，喧ン 100 1.8 96 9 6 1.7 100 87 1 8 ; 2l!O 目前 04l!O 
申品。ら 7 1.0 25 24 l.l “ 38 ‘ 56 ; 180 H70 中 . 鍋 74 1.1 66 88 1.0 84 42 ‘z 8 4l1l<】 H1I柚 n"20.a
天~ら鍋 3 7 1.0 7 0 5 6 l.l 皐i E 78 1 6 ，岨)0H鈎 0800.8旬.4(同
土 鍋 7 8 1.1 28 7 1 1.4 ‘。 2 8 8 60 ，劃同 HI80 0血凶
すきゃ.. 78 1.1 2 6 7 8 1.2 6 2 52 48 ;21如 H曲
歓 な ，、さ 15 1.0 。 2‘ 1.0 ‘s 27 18 55 ;21却.81珂 B40.80
じん~.すかん鍋 I1 1.0 8 8 2 1 1.0 88 1 3 20 67 ，冊。自国
鉄 Ii 1 9 1.0 B 8 65 1.1 4 1 41 59 L450XS軍国XH20
いり'.ベ 22 1.1 1 7 17 1.0 1 0 0 1 0 0 H駒 H80.個 0270
す刷なべ 12 1.0 86 1 4 7 2 14 ;200 HI70 
飯炊きなべ 30 1.0 2 a 1.2 69 64 1 5 a 1 ;250 HI曲
卵 燐 盤 7 0 1.2 7 8 69 1.8 84 a 2 62 1 6 L810.8田XSI曲刈!80
む し ‘ 70 1.2 58 86 1.2 84 20 64 1 6 ~~認 512EEL-111滋toや 色、 ん 100 2.6 1 00 98 2.1 1 0 0 9 8 2 “d811MrsW，'晶
す
ー
'‘ 9 6 1.2 50 9 2 1.8 ‘9 5 “ 51 ，沼田 Hloo せ 、 ろ 7 1.0 。 27 1.7 28 6 22 12 ;a(同 HII抱
ぎ る(大} 8 6 1.5 90 65 2 5 10 ;250 BI冊
• (中) 100 4.6 1 0 0 8 9 1.8 9も 69 2 6 5 ，宜抑 Hω . (小) 7 9 1.7 9 6 61 2 9 4 ; 200 B個
ま ，. 板 1 00 1.‘ 100 98 1.6 98 98 2 Lt帥XS2叩XH凪
ポール(大〉 88 1.6 82 57 26 18 ;2ω810。. {中}1> 1 0 0 8.9 > 9 6 94 2.0 91 80 11 8 1210 885.却.(小} 80 1.6 92 79 18 s HωH70 
洗 も、 橋 89 1.2 8 9 1.2 98 95 s 2 H8lI ~~U8xn '"
酷いか C 89 1.2 1 7 1.8 98 98 2 L870.4佃XS8曲XB100. 1田
コーサ-1110"入Jt 89 1.0 8 8 1.0 1 0 0 1 00 L鉛OXS2旬XHI的
，マ ， ト 5 6 2.7 8 6 67 1.7 84 2 9 65 1 6 L270XS2曲 X840
うら C し 4 1 1.1 25 68 1.2 50 1 6 84 50 ; 195.200 H剖
魚 相邑 網 67 1.0 50 79 1.8 77 S 8 4 4 2 8 L車岡XS盟加.21却XB20.25
弘 ち 網 67 1.0 9 79 1.8 82 2 80 68 2 5S32zo時。
紛ふるい 68 1.0 28 5 9 1.1 6 1 5 5 6 89 e蝿 .1ωE剖
なべ矯周なべ 1 9 2.2 。 80 8.7 21 21 1 9 ; 1鈎 H駒 0230
丸 盆 宮l 8.S 89 50 8 9 11 ;300 {l20.80 
角 盆 100 5.9 86 2.8 88 52 8 6 12 L4ωXS加。XBお
小出し盆 80 2.5 7 7 ‘。 81 2 a ;200 H20 
'" ， ト 59 1.5 80 6 4 1.7 95 80 1 5 s れ初日8200200 電気ポヲト 4 1 1.2 1 4 2 1 l.l 27 27 1 8 
すしお げ 48 1.0 17 62 1.8 82 s 29 68 '“同 HI帥
魚 焼 艶 4 4 1.1 50 88 1.0 65 1 2 68 85 L810XS2駒刈II却
ミキザー 48 1.0 2 8 50 1.0 7 6 12 64 2・i i6o H 's"lIYO' 
ホヲトプレート 1 9 1.0 8 0 9 1.0 7 2 29 4 8 28 
ν • 
‘' 1 9 1.0 。 58 1.1 8 4 7 7 7 1 6 ，お0.2伺 H270ン畠ーサー 15 1.0 13 24 1.0 58 58 47 L2Iぬ-270XS I80XB8∞ 
の し 甑 11 1.8 。 s 1.0 50 50 50 
依 ピ 一， 7 1.0 。 2 1 1.2 84 17 17 6 6 
バ ンケース 87 1.0 56 1.1 8 a 71 1 2 17 L200XS 125. 180XBI50 
街 卵 担 15 1.0 50 a 1.0 60 11 a a 50 
ト ス， - 9 6 1.0 82 9 4 1.0 98 64 2 9 7 L器抑.800XS180XHl崎
電気〈ガス〉董 89 1.0 1 0 0 86 1.1 9 1 9 1 9 121硲.3∞8250
益 22 1.5 20 1.5 27 9 18 7 8 
演 物
ー
7 '目。 50 52 1.1 87 77 1 0 1 S 11ω.2(訓082l!O
電 子 レ ム〆ジ 28 1.0 1 0 0 79 21 
電毘コ ン ロ 26 1.0 4 0 7 88 60 L2I坤XSI80XH70
ガスコ ン ロ 64 1.2 7 5 6 0 1 5 2 5 ~mx ・，"，xn岬
(4) 
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調査時期i立前者が1975年 7月.後者は1978年10月である。
第 2章調査結果
l 食器.調理器具等の所有と使用状態
1 )食器の所有と使用状態(表ー 1-3参照)
食器を]03極(調査者が追)JUしたもの1地 )に指定，分類
し，それぞれの品目について 1戸当りの平均所省数と.
その品目をもっ住戸の全住戸に対する比(所有率)と を調
べた。また向品目の寸法分布をよ芦め段大頻度のものを求
めた。これを昭和36年に著者(上林)等がおこなった調査
結果と比較すると，総体的に所有率のめ加がみられる。
また，平均所有数も多 くの品目でI切加する傾向が見らtl.
生活の~かさを求める傾向を示している。次に食器の使
用状態より，一部の和食Iまなれの現象がみられるが，よ
表-5 小物調理器具の所有状態と使用状態
昭和 36年調査 昭和 50年調査 使 周 11 度 寸 法
小物調理島県 所有車 平均所有激 週嶋使用車 所有車 平勾所有数 週間使用車 毎 日 1週随 11: め ~I，こに (・~規度の寸法〉使わf~い
玉杓子 1 00帰 8.0. 1 OO!事 9 7j匹 2.7圃 1 00噌 95'帯 6句b o 8dL;28。ー酷O潔さH;ω
フライ返し 100 8.0 1 00 9 7 1.& 97 s‘ 1 8 主iI> W80XD800XH15 しゃもじ 1 0 0 3.1 1 0 0 98 8.4 1 0 0 9 7 s W70XD210刈I10
ほうちょう 1 0 0 8.1 1 00 9 5 8.0 1 0 0 100 W40.HXD290珂i10
き‘、ばし 1 0 0 8.0 1 0 0 
9‘ 8.8 1 0 0 1 00 ~ 6 L・80 0 パタ 入れ l・0 2.0 6 1 
l‘ 9 2 8 9 a 8 W140X080刈150，“タヲ シ 100 2.4 89 1.5 98 9・ 2 2 W1 0 OX08 0><1 50 
おろし量 9 6 1.2. 74 91 1.4 1 00 54 4 6 W220X090XH20，30 
革 E し 9 6 2.‘ 56 89 1.5 88 4 4 44 12 HO ~180 H;35 
.f> t> 1.ごて. 92 1.6 88 9 7 1.3 78 2 3 55 22 H0-70 L;250 
弁当箱 92 ‘.2 4 8 2.8 7 6 84 22 4 4 W150-160XDI8・刈刊。
スダレ 8 5 1.0 9 8 5 1.6 2 7 6 2 I 7 8 、，V240X0250XH5
計量カップ 85 2.2 87 85 1.4 9 7 76 16 8 H5，H;50 
計量スプ-/ 7 4 1.4 79 80 23 88 50 38 1 7 
穴拘子 59 1.6 7 4 8 8 1.6 84 89 45 16 o 85 L;300 H;60 
玉子切。 67 1.1 s 6 8 1.2 6 5 1・ 4 9 85 o 100 ¥V110XD田辺tぉ，80
ぴんlItい 74 1.5 。 59 1.1 7 6 4 5 8 1 24 o 60 L;250 
だしゐげ.f.>み 67 1.1 85 58 1.3 9 5 53 4 2 E 
じよう C 67 1.1 15 6 1 1.8 4 2 10 82 58 ~120 H;65，80，100 
賞味 と。 1 5 1.0 。 29 1.1 8 5 15 20 65 
ゴムベラ 6 3 1.2 40 74 1.1 76 21 55 24 W55X02HXH10 
皮Ir事 4 4 1.0 88 61 1.2 69 4 1 28 81 、，V50XD170XH10
ト 1 シ 44 1.8 6 1 1.4 5 1 16 85 4 9 
金ぐし 87 1.0 17 68 1 0.2 28 7 21 7 2 
t孟 吋 4 1 1.0 。 62 1.8 4 5 6 89 55 W40X0150， 210渇110
かん切り 1 0 0 2.1 1 0 0 62 88 
栓抜ー 98 8.0 1 00 7 9 2 1
すり~ ~. 9 6 1.2 4 4 8 8 1.2 66 1 5 51 84 O80 L;250 
竹 f し 11 1.0 。 7 1 25.9 86 2 84 6・
氷か轟 11 1.0 。 4 1 1.1 89 1 7 22 61 
チー ズ相ろし 1 5 1.0 2 6 1.1 4 0 7 83 60 ¥V150X050XH30 
チー ズ切り 88 1.0 11 59 1.2 60 26 84 40 W80X0200河15
のし停 8 7 1.0 。 4 5 1.1 88 4 29 67 ;85 L;400 
お1<Iiり型 1 5 1.3 。 3 9 1.8 2 5 4 2 1 7 5 、寸OX075XH50
すし型 88 1.8 11 48 1.4 2 1 2 1 7 9 、~'16OX06 5XH3 5 
しん t量き 11 1.0 17 15 1.8 40 1 0 80 60 O20 L;80.160 
いらむ吋工とり 11 1.0 。 5 1.7 1 00 
倉町を節制り 70 1.0 48 88 1.0 54 20 84 4 6 W250X0110XH100 
ボテ砂つぶし 3 3 1.0 6 2 8 1.0 “ 13 8 1 56 サランラ，プ 98 2.1 98 9 2 6 2 W310Xo 50沼150
アル E 情 97 1.6 98 70 28 2 W260X050><R50 
ライス型 4 4 1.1 1 9 58 1.8 1 7 8 1 4 88 W160X090渇180 ; 11.0 
大担つ晶 4 8 1.1 。 18 1.1 6 2 24 38 38 W80.85，90X0290XHI5 
調理周ヘラ 22 1.0 。 2t 1.3 74 3 0 4 4 26 W6 5X02 5 OXH5 
万佐ιし包 11 1.0 6 0 26 1.1 67 27 4 0 33 種々 ゐり
う品)j.fざる 1 5 1.0 。 4 2 1.6 65 2 3 4 2 35 ; 1ω-8 0.1080-.zm.銘O.""10 
〈るみわり 7 1.0 。 17 1.8 100 
丸型T-"I! 5 0 1.2 2 7 2 7 7 8 O190 H;60 
'句Jトケ~炉型 5 6 1.5 4 7 4 7 53 ¥V200λ0100刈160
バ イ皿 7 8一ト-8.0 ー ト-85 18 2.0 8 8 88 6 2 O220 ，1;25.80.35 
プディング製 80 8.0 4 1 6 85 59 ;60(70).H=50(55) 
4孟 し
ll!:ぱし 77- 「寸 8.7一同1.5一卜-88 -卜-8.5一ト-8.5 
柚 E し 7 4 1.0 92 56 8 6 8 羽岡田020沌喧仰向日B司由。
(5 ) 
-134- 住
り多くの品目使用傾向が顕著である。特に盛血，盛鉢等
の使用が1曽大している。和食器については表ー 1.洋食
器については衰-2. ガラス食器については表ー 3に示
した。ここに使用率というのは 1週間に l度でも使用し
た住戸数の所有住戸数に対する比である。
2 )調理器具の所有状態と使用状態
指定した主要綱寝具62種(調査者が追加したもの17種).
小物調理昔器具53秘(鯛査者が追加したもの11種)の計 115
樋自の調理器器具について調べた。主要調理器具について
は褒-4に，小物関理器具について表一 5に示す。前項
と同様に前絢査と比較すると，主要調理器具の所有状態
はほぼー定水単を保っているが，特定の調理器具の所有
が多くなり.小物調理器具についても同様の傾向がみら
れる.使用状態についても.j寺定の調理方法に関与する
器具の使用増加の傾向が明らかになっている。
3 )プラスチ yク類およびその他品目の所有と使用状態
プラスチ yクおよびその他品目18種(調査者が追加した
もの23績)の指定品目について表-6に示す。一般的には
プラスチッ 7製品の所有率および使用率は大きくなリ，
居 学
表-6 プラスチック類及びその他の所有状態と使用状態
"ぁ~.，. I・・a・1・・ a・1 俵 .. .. I 1 • ..叫|備・ 1. 輔.1繍・|隼輔.1・・1.圃‘al-2ぃ| 制帽@附
.'''11 z.・ a ・，.，‘a・I- "・8・.-・
ふ 1:'1) I I 11 I・1 ・ 1 ・ l ‘・l ・ 1# 14. N-・
• • A n 
• • 
・.・・
Lι~ヱ '2 I u 1;.' B・8・.1・
L' 
-・-・1 •• 長十」i針括部諸説
“持哉将司開
，.. I-~a7- '“ ..λ，ν~， 7・I u 1，.
a・・"・.C A 
• 1，. 院・s・-・ 1. 110 ー IW'‘)1，01.(1，.)渇"・
ロニドヱ "1----"-1可:)(0.叩榊H・
" .・・H・a・1$ .. ， 
a・An 1.2 ¥101 ?? ???????????? ?
" .  
袋一 7 乾物・調味料・香辛料の所有および予備率
¥¥|:札山
るん #1 n I ・:1I u I l・Hニ"主 S
" ず 。.1 ・ n I J7 -・ 1 ・ “1 " 2.7 1 ~、。Ifん.
" I 10 l3 lI..f ;， & '"・2 3 I LZ 討す ，. 1 12 . 1片. & 771 ・の。 1 " 
特に保存答骨量やポリエチレン密閉容器の所有および使用 |ζ ，. 1 . 1 ".1 .， 1 " 1 u 1コンリサ 1 ，. 1 "1 "1 叫
が著しく物大している。
4 )容辛料.調味料，乾物等の所有状態
指定した香辛料，調味料，乾物43種について表ー 7に H
示す。調味料，乾物などの所有状態については前線査と
に叩 し 1. 1 51 1 " 1 1.' 1しらたf.&1 J1 1 UI 171 日
わかの|“ 1 •• 1 " 1 口 1< l'・ 1 1・1"1 "1リ・ 繍 1. 1 11 1日 1 " 1マ 8 ・ュ ¥" ¥ 73 ¥日|日
~ -3 1 日 1 1.' 1スパグ少， 1 錨 .. 
“ |川 1" 1ぅどん|1.• 1 肘
削 1. 1 ..111そぽIJ，. 1 " 1 .3 1，シス，ν円-，ν1 -1 . '"‘= 
• I .・ H I I・
〆 .. … ? ?
それほど変化はないが，香辛料については増加傾向がみ lかんてん 1 .. 
:n I 1・られる。表中の予備率というのは.ある品目の予備のも
のまで所有している住戸数の所有住戸数に対する比であ
る。前調査では，予備率，予備数の調査をおこなっていほ
ないので比較を省略する。
5 )保存必よぴ予備食品等の所有状態
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のものと規定して調宣した結呆.227種の品目が所有され
ていることがわかった。その中で所有率が全体の10%以
上の7品目についてのみ，表-8に示す。すなわち缶詰
類16種，調味料，乾物，香辛料など47種.酒類およびR替は
好品14fT!て'ある。平均所有数についても分析したが個々
の記述を省略する。なお10%以上の所有率を持つ保存食
品について一世俗あたりの所有を形態男Jjに集計し，平均
するとf昔話11.1缶. 箱物11.3箱， ぴん詰22.9本.袋入
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11.1袋.r.リ容器入0.3個，缶容器6.7缶となる。このこ 1， ' 
とから保存食品の大略を知ることができょう。
2. 食~.調理器具等の入手方法と収納場所
入手方法すなわち購入したものか.贈答によるものか E乞
‘. u 1 ~ s) 12 I II I 1.0 
わき 0 ・1" 1・1I 17 I 1.1 1パプ， . 1 ‘1 " 1 ・1L・
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について為べた。表中「その他jの項は.購入，贈答の両 lさんし ，1:u 
方お・よぴ不明を含む。またそれらの器具，食品等がどこ
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に収納されているかを調べた。
1 )入手方法
平日食22については表-9， i羊食器については表ー10，
ガラス食提については表ー1，保存食品については表-
12にぷす。いずれも一般的に隣人本が高いが贈答品 むか
表-8 保存食品必よぴ予備食品等の所有率
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表-9 和食~の収納場所および入手方法
~ 叙納 a・J!i 岨aKaE06司 入手If I量台府内台所外 llilf -人 事 11 人 も柚叫"'1{"川・
'‘ 1・ 75‘ IZ~ 121< ‘." 79句降 3・ a ・~什 7' " 1・ •• 57 6 27 " 10 11 '7 5. 1 S 19 同P 75 • 16 .3 5. .18 
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77 1・ a .。 .0 z7 ‘1・
持小 8' • 9 100 78 1. 6 
~ しみ 8・13 3 8‘ 77 1 S a 
• 
.3 1 S 2 58 •• .10 
'‘ . 85 10 s 7' 1. 』.亀 . .0 20 6・ 2‘ 1s 
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a匹 ・"し .。 ..93 .9 18 13 
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なり多 L 、。 i羊食総.手日食器とも購入，~(が多いが.和食器
の方が洋食総に上ヒベ勝入率が多い。{;f:f千食品では.缶詰
類および一首1の調味料(天ぷら池，砂糖.化学調味料等)
ιついては贈答が多いが，その他は勝入率が高い。前調
査と比較して全体的に鴎入率の減少がわずかにみられる。
2 )収納場所
食総額J.;よぴ保存食品などの収納幼所については. 表
9 -1，表一12に附記した。また主要堅調理総只について
は表ー13，小物湖!'Rl!器具については表-14に示す。食苦言
類については台所内に収納される傾向が多し調理2器具
は台所内の作業向谷部に分散して収納される傾向がある。
保存食品も台所内に収納されることがj反日IJとされている
が.贈答品と引iの食品1.1台所以外にも収納されておリ
台所"主計"h由iの不備がうかがわれる。
第 3章 標準台所へのアプローチ
1 .食器， ，凋.f1 .~器 !.t.，調味料等の係'\"'\丹イi最へのアプロ
ーチ
がj:!主の分析をもとに標準食器， JlJ.E'1[総n-，調味科等の
決定を.J(みる。前述したように本調炎対象者I.t， 調査時
点では尚収入の階層にかたよ っていると思われるが，台
所際iy!化への足がか りを得る のには一つの参巧)，~準とな
りうると々えられる。前調査によるも1裟資料を参巧に次
のような条件を設定して標議所有給~および所有量を決
定し，線検食器を表ー15，標準調理器れを表ー16，調味
料，香辛料等について表ー17にぷす。すなわち所有率が
50%以上を市めるものを稼準品目 とする.ただし所有率
が50%以上であっても贈答が50%以上のもの，またほ と
んど使用 しないものについては除外する。なお保存食品
についてはliil.iAした・ド均所作数を係1する。次に所有数
については僚制的家族(4土 2人)が社会的生活を充足で
きる量に商狩慣をJ[I味して調墜した。HiJ，絢査の提案標準
所布教と比較すると.食~Hfiについては約1.7倍.調理
器H.については約1.41音の増加がみられ.調味料，香辛料，
乾物等の様相所有-;，{も同様に増加している。しかし前調
査の椋燃はなるべく所有品目の持ち数を減らし家事労働
と関速させて，fiIj索な合理的生活を志|りする法本方針か
らの選定であるため.本研究の選定と I.t)，1<本的万針に巽
差がある。
2.標準台所作業ftへのアプロ一千
台所作業-f;下膏liI.t ，収納空間となるため前項で決定し
た係構所有品口の収納を考える場合，係機的な147所作業ー
台を怨定しなければならない。台所作業向下の収納スペ
ースは，利用しうる作業合偏，奥行，i¥1jさ"!fの績に関係
する。したがって原市l作業台の崩~(， 3 }li'Jのdimension
(7) 
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で表現することになる。まず作業台奥行は現行JIS規絡
では550.6∞とされているが，現状を考慮して奥行は550
とする。次に商さについては，標準とすべき高さは作業
表-10 洋食禄の収納場所と入手方法
----
収 納 a・E野
'-，a‘m，卵k3'、"'‘ 
入手方 審
台所内台所外両方 厩入 も倍、lP>そ向也
ヨー ヒ-/f;倒 '2'lS 31<1 17S1S 電・2・b .8S1 11鯵 3U・
ヨー ヒー <. .8 3・ 18 1z 54 18 28 
食唱E周 ずA 7 73 21 6 •• 68 16 ，. 
" .プ-> 72 21 7 7. 63 ，. 21 
" ，.，-， 73 21 6 76 67 ，. 17 
ヂ A_. lI.デーン .7 •• .•• 53 .0 27 
7曲 -'7'，.耳-， •• 30 ‘ 
，. 5. 2B 16 
平 • 大 8・ ' ， 7. 72 13 s 
" 中 77 10 13 77 77 13 10 
" '1、 .2 a ，. ，. ，. 6 
• .182 " 2 
11 5' 35 6 
見ープ凪 88 10 2 77 75 20 s 
7 . -，. . 82 ，. 2 .8 .0 ‘。
7市ーア すーA7 13 . ‘ 3 71 6' 30 . 
• -・ ・6 11 3 4‘2 .8 ‘S 
， 
事-f プ骨 ，. 22 88 38 s・ 8 
! .. 7 /1アプ. . 81 " 30 3 阜市 9入れ •• 32 3 50 5' 3. • I 
砂 鰻 λn 60 3. ‘ •• " 35 6 
‘. }‘'‘硯 53 30 15 .0 3・ • 
.噌 < • s・ 2. 15 5' 35 6 
'‘~ -~.4 ，. 81 • ‘ 83 .• バタ 入ー 品 85 . 11 19 . 
y ， ，. .;> • ‘、 9 " 11 23 a ." ，1 68 29 3 62 58 40 2 
帯守1:o -.. s・ ， • 8. “ •• ，ン チ. .6 • 100 80 12 8 ョ.-~鳳 .， • 100 6' 3. 
~， 1* 1 8・ 7 • 18 65 27 a 
1*・2 4 .50 .0 32 8 
エ'iI，. 'A ~ン ド 81 19 80 59 ‘' エヲプ.-.t_1.唱ー- 100 80 67 33 
:J ;.， tIl トー 65 35 100 38 ..， 0
'‘ lf t-1 .， 3a 
7 100 37 .0 3 
7.( " ;ot - .. 56 ‘・ “ >J 3 
袋一1 11ラス食器の収納場所および入手方法
-a ・内 ・ a野 -aEa絢EA36aS F 入手方法 l 台所円台所外 両方 .入 ら晶、相 1・b.， ヲ プ 54司6 18・ 28・ .'SI 28錫 281勘 -・哩6ヲ";.， 'lI. •• .2 2 60 '8 3. 4 
'9.4 ::l.-"'~ '2 .3 s ..0 .8 12 '.)'事ヲ持ー 51 " • 60 3. .8 ，. 魯， ，. ..，.司h .8 •• • •• .5 3' 
'ンプ.- 3・ s‘ 6 .55 3. ，。
'‘ 1*1 .・ 2‘ 
a s。 3' 47 ，. 
'ト 1*1 7. .8 73 47 " 12 中 1*1 .3 ，. 2 .2 •• ‘B 11 
" '1、 11 7. 11 11 ， 00 S3 3' 1 Z .1 6' Z. 7 •• .6 33 11 
ゆ .1 •• 2. 2 33 
4“ 34 z2 
" .1 73 2‘ 3 .0 '0 ， 0‘ .， 74 ，‘ 2 .7 51 " 8 特 ‘杭 " .3 4‘ヨ 53 9広 ~ し 5・ ‘。 6 11 45 ‘2 lJ 
~ r:. b 向 s9 27 1・ .3 2円 47 ，. 
水 人 '“ ‘ '0 6 
7J 
•• 3. 
6 
ヨー 巳ー 長崎 .2 3. ，. 23 •• 8 
I!葉集 凪 “ •• 8 4. “ 8 ヨー ヒー 受・ 54 '6 3. 5・ 8 
紅 /f;< • SO •• ‘ 40 .'2 パン.，.，. .， 67 JJ JaS . 10 
ν 竜 J し.1~ '‘ 6 ，. .， 9 ， ."~し事 57 3. 5 16 66 2. 5 
‘・・ λ 智、 •• 3a 75 •• 32 2 .11:例入れ .5 s '00 ，。 30 
• " み ‘3 .7 '00 33 62 5 畠...入れ 7. 22 '00 .0 .0 
• 予 .1 •• 
.6 • 30 •• s 
"苛"ーム"，.，;t 1日 13 ，. 69 3' 
居 告与
表-12 保存食品の入手方法と収納場所
ト~I"'''TI: 検. 厨|一一l作a・ 鳳戸・1.・F・lその・ 1・."1 • A 1脚・肺1.，噛
タ1 ，帽1 ，.・1 ，揖I 11.1 掛 1 ・揖1 ，岨
， 1 ，・ I l:J I ，t1 I 1・1 ・・
“ ， ，、 " 
1I1 1・ ，‘ 
• ?
???????、??? ????，?
，.。
，・ ~ .， 'y 1" '" I ，・ " 1 ・， 1 ・，1 .・
み か んI u I :) I げ 1 ， 1 "1 “ '. 1 ・
• 
M 1 " 1 .. 1 "1 ，.・1 .. 1 .. 1 .. 1 “ . ???????
????
》
?
?????，、????
??
?
ア 実 " '11 :1・ 1・I 1・，・1 .・ l ・
• .1 • -・1 ・1"1 " 1"
$0 I 2s I 2s I IZ I .. a ープ
- 手1 1・l ・1 ・， 1 1・1 ，・1 ・.1 ‘・
の句，，"(I!J・ 5・I .・
-・. -:rl 7 I 7 I I 17: I I・1 ・I J I 10 
7 I 30 I 1・1 ，・1 ・l I ， I u 
¥，. . .， .11 s・ s I 1l I 1・1 ，・
.， .， l' .， l・ E・I 4' I 4. I )・1 .. 
~ $ら ・1 55 . I 31 I S・1 ・. -・1 .. M 1 1" 1 " 
2・1 ，. 1 • • 1 ，. 1 1・ご . .1 ・
，ν .，，. ~"ヲ10，， 1 10 a・1 ・1 1 ・・1 1・
~ ~ . . .，・ 1 1・1 " U I :a・ 1 ，. 
-・ の ・1 • 2‘I 11 I s・I 11 I・s
ど しの .1 1・1 • 1 ・.1 ，・ 1 1 ・1 11 
み勾んl・0 . " 
• " " 12 1 11 I 11 令守.タ.マ"，.，u I I le I .fo4 I ・1 ・‘
-1 " 1 " 1 "1 "1 "1 • • 
み を1 .. 1 .. 1 .. 1 "1 1. 1 • • I 叫
からし " ，.0 -・1 .. 1 ， 1 ・I ]:1 I u I H I ・s
'‘ f e ， I 10 I 1・1 .。 s・ n I 3l 
2・・Eー ν.:a'-I '0 I I・1・0 章。 I I{I I to 
. - tI .， :.- u I 1・1 ・・
1 I s7 I ・I u I •• .・ 11 ， . 1 ‘'1 1・1 .・ I .. ??????? ?????????? ?????、????????? ?ー???????? ??』???? ， ??
??
??
??
?
?
??
??
??
??
??
?
?
ュ
?
?
?
?
?
?
?
??，
?，
??? ?
うどん 1 .‘ lul lU I S3 I 31 I・s
ぱ | 凶 I 10 I so I 10 I 20 I 2・1 .. 
" ，。 20 I 60 I ・‘26 I 28 I 30 I ・1 ・
as I 75 
.、? .‘ ・ ‘1 ，・ 1 ，‘ ，・I 32 I ・2
の句 l ・I 11 I u I p I a6 I 11 I η 
しいた" .u I 11 I II I 11 I ，‘ l ・
2・I 51 I・2
ねかの ・1..1 " 1"1 “1 1 叫 1 .. 
かん 1 • ， 1 1 " 1 肝 1 1 11 1 "1 .. 
a ・1..1 " 1..1 .. 1.1 “I" 
， 、， 17 I 11 I ，・t I n ??
??
??
????
??
??
??????
??
??
?
?
?
?
?
???
?
?
? ?
?
?
?
????
??
??
• I 11 I s・
‘ .1 ・I l7 I ・2
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~I"ふ"ムムん1 . :lw;li
D * "1 ・1 ，・ 1 " 13 1 ‘'1 ，島
2凶 I '" au 
8 .. • I 別 1 1.1 .・I 61 I l・5 ・
ピー .1 .・
. ， .・_I u .1 .・ 1 ・.1 ，・ 1 .. 
1・ 2 ‘. ユ会H:
..1・a. .・，. 76 I 50 I ・8
" > 兎 1 .. "1 ・.
. ，ダ Iー I I 12 -・ 1 10・
者の身長等と関連があるので，個別に適正高を決定すべ
きものであろう。したがってここでは標激高を求めない。
最後に幅については，笑態調査叩および作業実験則の結
果より，ガス台600，調理台850，流し台7∞，補助調理台
350の合計である約2，500の幅を適正俊小値とし.また推
奨値を2，900とした。これは補助調理台3∞， ， 11ス台6∞，
調理台850，流し台700，補助調理台450の合計した帽であ
る。したがって最も多く採用されているl型配置につい
ては推奨値2，900を， またiDKJ型に多〈係用され，かっ
表-13 主主要綱理器具の収納場所
Xぞ -・- 主そ1 急車 ・.~・ ..・ ‘"ジ台 恥..その・a 2-37踊 .し色 a・. v... ~ 台 その・ J-l，.1/e 網島戸.
a‘手..・ 3・ . ‘ ."‘ 3・・ .‘ 2~ I ~-，.-周 . . 
e ・・ . " " " ごみ人民 倉明帳 -・ "‘ . . . .・ 1・ " " " '‘ 7 ， " " .‘ . " 片手 a・ u " Il 3・ 8・ ， 1" ..・ .2・ " " . '・・ . 11 " 2・ . • ‘.， . " 11 .2・ B・.. . " " " 2・ " 絹 b るい .1・ 3 .・ " 正申， • ~f ;，. " .. " " 屯ベ..蝿屯ベ • " " . ，. ，. Jf:" 』・ E・ 37 " " s 丸 盆 s ， 3・ . ー判' ひーら " " ‘ " " 角 盆 a • 2・ " s ゅ・・ " " 3・ a・ " 小 幽~ a • " . " 2 実..ら ・ " ，. 2・ " 2・ ~ 7 ， • ， 2 " " s 主 • 2・ 11 .3・ " 電 tl ~ :1 t " ‘。 " .， ..ー ・ 2・ " " ." すしu" . 53 3・ • . "ぺ • ‘ " 3・ " • 1" • .. ， 2‘ -・ E・ 1“ じん，マ・叫a‘ " " " " ， .降雪ー . " ‘ 2・ . 
'‘ • 
， ，
"‘ 2・ 2・
品""，-ー " 17 い."ベ .，. .， " • ') 宅 e a・ . 宅.
可t I‘・ " " ‘・ 2・
') :;1 - ~ー “ " ，・.irs:べ ，. " .‘1‘ • .のし ‘ ， . •• ..‘. .・ " 1・‘ . " • " ぴゐ ， ， l3 " むし・ 2・ a・ " 2・ . ~I ;， ，ー且 -・ "・守か ん " ‘1・ JJ " " " . . . " l3 " マ 。. 3・ z。 " " s 3 ~ - ~ ? - " ， ，‘ .ぜい 奇 . • 10 " " s ..(ガ且}量 " " ." . ざる{ぇ』 .・ a・ 2 2‘ 2・ 3 5 " a。 " 3・.， ('1"1 2・ . 3 2・ " .. " 。. .." . (小】 3・ 1・ 2 3・ " ‘ 電 子 νン J ， ， ， " 1皇居・E . 3・ ." 2 ‘fl:r". . ‘ ." -. _w (文J •• " ， 2・ " ， "且ヨー " 2 " " 2・ 37 . (司炉》 .・ " 宮 " " 3 . (小3 .・ . .主1‘ "・ 2 偉い. '‘ " ， ， 島い..ご . 2・ ， " ， 
表-14 小物調理器具の収納場所
¥ . . ・ 園町 I~ . .向・ 廟. ~歯 圃圃曹 ‘，，)台 ・・血~. I t内・ ..~ ..ー|山崎 1 ・.~，... I 刊・ 1 .両
.1側帯 ，・ "" '" ，.‘ " .， 唖ζ I ，. 開 1 '岨|， "・L "・ ..怖ぐ L ， .
L・.ι 1・2 主1・ 列島 ・‘・
" ，・.， 51 . . -.lC.Ns， .. . 
.いばし ‘'‘ " 2 .-~明暗 2・" ~ -^" . ，. ~ ・ 1・
， ，. " .、 "に，.. " 
N.." . • 2・ . "・
'‘ ~ " . しι檀 畠 . め，，~'t・ 2・ いちご叫日 . 
. .・ :t.?.・剛司 ，。
'‘ "‘' ‘a '‘1‘ 
It ~ ~.，j;1，. 2・ 2・
酎..，. 2・ 主、 1・ ，ー，，，. 
尉.且，司J " . . ，・" 肉~ 1・z " 安 4 且. ，. 王子.， Z 虫..， . .2・
V4aぃ .‘ 、1‘ 2・ 1 1.且届，、， 2・ . 
I!I，.Jい，品 2・ " "aニL・ " じ4うご . ')t:A.H僧'. 2・
且・ ι， 2・ < d4n') 
ヨ，.‘ . ， A. .'骨".，，-令量
. "・ 1・3・， 4 :- “ 1・，* <し . " ず"4;，r彊 76 I 10 I 輔
" 
. ほし
協~ " .島、 ι晶司 "・
.. G • " 
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希t変形式としても多いL型配置Eについては.(隅調理向750
を付加)推奨他3.500を線用する(図 1参!照)。
表 -15 t栗本食誌の品目と数量
“ 自 11111 11多I!(内寸陰 • 
目 11111 a陵多頻度の寸諺
飯 a匹 ・ IZ I1加 H.¥O はし置畠 6 1 L却'XSIOXH刊
Pす '‘ 
12 ; 120 H60 11 ，.1 ， 向田 H岨
'1、 • ‘2 時凶 Ino .円み 24 
曲ー H回
'i' • " "曲 H耳 '‘ 子 6 ;00 HI:拍
J< • • 1 .祖)0 130 3 曲、ず h 12 I ;~ 1140 
待 '1、 . 12 世割)"証B h孟晶、 1 • I 1百 H3S
主し"al 6 I ; 145 13(1 茶たく 121H掛 H抽
盛 且 4 I ; 'llO tlJO ..チ・ 12 I ; 1田 U1S
~ 絢凪 6 I ; 130 1i50 事本 来 観 3 I ; 120 1113 
続~ "町田 6 I L:mXSaXlI田 ..能人 れ 2 I ;70 H曲
おしん二・ 6 I ， 100 H20 しd ゆ入れ 2 I '60 n掛
'‘ 12 I ; 110 H田 中隼" 6 骨I柑 H畠
'i' 1< 121'1:1') 1国 ち qれんげ 6 
.長 .‘ 4 I ，o H司E 弁当竃 21 Ll50XSta>XItlO 
茶"1 l. .1 1曲 H個 • .， 1 
L割持'XS21:貰!XH4l1
" 6 川拍 H70コーヒー長嶋 12 I ;掛 H国 7 . -7 • 61 ; 140 H:Jl 
ヨー巴ー唱E・ Il I • 1田 H.o> ，. ， ，ン且 61 L200XSI帥IXH30
宣事綱， . 7 12 ~ 7 ト B 1，曲 H120(OU) 
岬スプ-/ 12 J.'7 y~ ? ;， . 4‘ 
岬ア司-， 12 74 ;t ^ _N 11 ; t田 H2IU
ナ.._. Aデー J 12 
'‘ 
鯵 Z ; ZlO 1170 
7""-;17"-' 12 三脚 ，h 7 J' 41 ; 80 H割3
7申ープナ.7 6 孟w，λh 111曲 HIl
事阻太 12 I ; 2:同 H国 砂槍入れ 11 1掛 H70
-中 12 川~O t掛 鉱来援 凪 12 世田 H60
，小 121 ; 1副lH20 " 受皿 121 ; HD 1田
‘ 思 .1 1田o130 ~~!þ - ナ， 7 3 耳ー プ阻 6 世凶()1':> バター入れ 11 Ll<<lXS80XH凶
:J "Y J' 121 ;帥 111曲 .1 • れ回 uzo
ヲAν グ， . 61 1曲 110 φ 111 • 川副 UJO
".. ;t Jrr-"~瓦 61 '70 H世 J巳 且 2 世2却 H:I>
;) ;:r ) '" - 61 ; 80 11佃 {DI崎 • '‘ 2 
..加 H曲
タンプ，ー 61 1面'"曲 広さし I1 ，80 H話。
• . 21 .担。"神 ~ .入れ 11 ;1伽， 1田
'ト 1< 61 ItZ H回 ~ 7 プし 轟 6 骨15HlS 
回p . 61 ; 1国 H却
表-17 撚場調味料 ・香辛料 ・乾物
需 用 予
ー
用
a障問 しょうゆ‘ソース さとう ザラダ柚
絹.酢 .~とう、 '"ν酢 しふうゆ 王'"ら抽
嶋田覇、庖、みそ ソース
1 8掴 プイヨν、ベーキングパウダー はらみつ
はらみつ‘だし白書 みそ
ケデ 守ヲプ‘マヨネー;( 塩
天ぷらj柚少ラダ抽‘ Cま柚 マヨネーズ
書事科 ιしょう、ガーリッ夕、し信色ん
チーズ朝、カレー朝
1 2掴 からし、タパ;>.コ、わ8び制
七時、ナ'7.'7.1'7グ
"プリカ‘エ-;01::""ス
乾 物 しいたけ、島市、けずり筒、ふ 由旬
その他量品 のり、 ιうや耳慣、軍干し、わかめ めりけん制
帯困層、 Cf...!!、かんびaう
ゼライ具、かんてん
25掴 ， 'JケJ輔、パJ掛、片軍制
コン;>.，ー チ、白五割
守'ロニ、スパゲテ 4、うどん イン;>..ントラ -， ン
tll、"':.-^ t:，.トラ-.1;，.-
耳.，トケーキ輯
8 圃 帽子、帽酒、"?'. ..つIH由 コ ヒ .紅来、日本Ifi
コーヒー、紅書、日$袋、缶笛 日本酒、ビー "'.缶鶴
病
( 10) 
"長
3.際惟台所の収納空間へのアプロ一千
ここでは，標準台所の設計計両に役だたせるため.あ
えて糠準所有品目の容積算定および標準収納1鳴を例示し
係機台所への一つのアプロ ー チを試みる。
前々墳に決定した標準食務. 調理務n等の収納につい
て巧・察する。まずこれら全部が台所の収納部に収納され
ることをIJ;(QiJとする。次に使用頻度，使用目的. N.'ぃ勝
手等によ ってグループ分けをJ試み.各グループ毎に収納す
ることとした。 な必収納する際の出し入れの余俗.安定
表ー16 様単調王塑苦器具の品目と数i正
E弘 白 11量 11多鰻度円寸法 “ 日 敏量 -多111:町寸陰'‘ i 1. a 4寄岨 H剖 (D証跡】 .:t.:-Il; X ，話。 Hl帥
ザ中 踊 1 I 'ZlOH即 (D]{刑 " ゆ 2 ;210 H冊
" "' 1 
1 1;220 IU'->{0320 . 'N 1 '150 H70 
It手後鍋 I I HtSH7'O (o:m) ，<ヲ .. 1 L.210'XSZ同/H<<>
- φa‘ 1 I'u同HI:回 {D3I拍 うらご し B '200 n田
• "' 11 1 1I副OHI2O(D話。】魚民 z・B L草>oXS細川".， 
主申， . ，哩占， I I ')40H1倒1(D240】色、，同 t ;2却".
'7 ， . .. ;， 1 14220H掛 (0431 8 ふるー a ;H'O 1田
'"・・ 1 1I回、Hl00{O4却 丸 量 t jJ価下 H>O
J< J;. ら観 1 1I訓)OH80(0草加}角 量 B L4I蹄IXSJOOXtlZO
t. 1 1 1 帥抽Hl:抽 小幽し量 a 9抽， H却
す... . 1 1 1120抑 H尉3 ポツ " 1 
川田 113a(O2(蹄
. Ii、 L450XS訓泊'XH20 三キデー a 利 回 HJ跡
"処置 1 I L310XSl却、(U:冊 ，<ンタ -. t L oroxs 1:加バ11150
1 し E IIH割、 H~拘 Ilいかご 1 LfOOXS剛院111却
平かん 2 I #2OOH2I:時(D"泊}コー ナ→司虫Aれ 1 L説副xs脚 XIIl叩
す。 . 1 I ~ 2掛川00 ;; 1" B ，説泊 H2'70
S ゐ J巳 l 柏田Hl曲 ト・向 . . ー 3 L3<附XSI:蹄xm嗣
" φ I I 1250 H岨 電気葺 E 何回 H話。
" '1、 a j2(抽H曲 lJl・ 8 1 171.同 H'"回
t. f& 1( 2 I L4岨XSZloxn30 ガ Zヨン回 a 1'"副 1110
1*:い鍋 1 1'31:崎HI20
五円チ 2 I 1田 L草加 だしゐIfhh B 
7 • 4轟し 2 I W80XD革路XI伍 じ A うご a 'I3)H80 
し守もじ 3 I W胃，XD210)Q110 . '"と。 a 
ほうち aう 3 ，.品，Xoz田1X1Il5 ゴ ι~ • l 曹畠XDZ6SXltrl
さい .1 l. 3 115 H草B 度むき l 曹国XD17眠 110
'‘'ー λ れ I I W140XD剖XH抽 1炉 4 ン 。
化"し :1 1.1曲XD曲'XH:同金 411 1 
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図-9 洗いもの周鍋，洗い桶等の収納例
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図-10 保存谷器，小出し調味料等の収納例
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図-13 食器戸棚・戸棚の収納例
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図-14 作業台・吊戸棚の収納例
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j中間，上林 :台所標準化へのアプローチ
した被み.if_ね，他の品目をなるべく移動せず出し入れで
きるニと等を巧ー!草する。また食器の収納にあっては一つ
の棚に収納されるべきであると々え.全食穏'-1='，最大の
奥行を必要とする盛皿、コンポートをJ.l;準に奥行l人l法を
300と一定した。なお内法寸法中.高さについては槻が何
段にもなることを前従とし，棚のJ!l-みを含める。調理禄
具については， 11íjl買の標準作業内奥行 550を巧~ して谷
積を算定した。 日常使用している調味料，香辛料.乾物
類については小出し用と調理用あるいは買いおき用とに
分類した。なお保存食品および予備食品の容積は前述の
平均所有数を参考にして決定した。その他，調査の不備
から当然一般家庭に所有されていると思われる品目(例え
ば耐熱ガラス鍋等)についても考慮して算定した。以上の
結果をもとに，推奨作業台l隔を基本にして4瑚与を試みる。
なお，作業台上の吊戸棚については，外法幅900X奥行
350X高さ600と外法稲900X奥行250X高さ400の容績を.
食器戸棚については外法幅900X奥行400X高さ 1，800の
谷被を基本とした。各標準所有品目の収納WIJを図-2-
12に示す。また食器類は食器戸棚に.鍋のうち油もの用
鍋は調理台下，小物謝恩器JJ.は調埋台まわりのひき llJし
に，米ぴつ，まな板は調理台下に，小出し用の調味料，
乾物類， ij"十畳用調理総兵等は吊戸棚(下段)，予備食品は
吊戸棚(上段)に収納することとした。全体的な収納例を
図ー13-14に示す。さらに L型配;琶の場合は附調理台が
増加するが.ここには調座用の調味料(大びん)を入れる
ことによ り，流し台下に I型配置の場合収納できなかっ
たごみバケツが収納可能となるだけで 1型配置の収納
伊!ときして変化はない。
第4章結 ~.6. 長岡
台所の設計計樹上，収納スペーえを決定づける要素で
ある食器，調理器具，保存食品等の所有量を調べ，その
所有，使用，購入状況から標準的な所有品口，所有数を
決定した。また放も頻度の尚かった、「法から各品目をグ
ループわけし，収納容械をt1主主し.同時にそれらの品目
の収納場所を調べ，標準所有品凶の収納例を試楽した。
特に食~，調理l!~具等の所有状況については，約15年前
に著者等(上林)がおこなった調査との比較によリ ，年代
によるその変化傾向を知ることができた。すなわち全体
的には所有品目には特定のもの，たとえばコンポートや
衝閉容器等を除き，それはど差はないが所有率.平均所
有数には相当の地加]がみられる。また保存，予備食品の
大要を知ることができた。なお収納空間へのアプロ一千
をするに当り，標準台所作業台を想定した。すなわち作
業台奥行1.:550，作業台幅は l型配i査の場合2，900，L型
-141ー
配置の場合3，500とした。また高さ については作業者の身
長等と関述があるので様準は求めなかった。以上の標準
作業台を基本にして，一収納例を試み，さらに収納容械
を求めると総収納谷績は3，619m'となる。ここに収納した
標準所有品目は，あくまでも調脊結"*から選出したもの
であるため，当然選出されなかった必要品目もあると考
えられる。従ってこの容積の10-20%の余裕を算定する
と総収納谷被は3，981-4，343m'となり，相当大きなスペ
ースが必要となる。ちなみに，これまでおこなってきた
著者(沖田)の調資(10)から，公共アパートでは平均 1，282
m'，民間アパートl:.l，348m'，佳売住宅1，132m'(いずれも
食器戸棚は含まず)しか収納谷棋はなく，独立住宅で平均
2，68Im'(食器戸棚を含む)あるにすぎない。従って今日の
住宅の収納スペースの計画の不備が如実に不されている。
なお.ここで提案した標準収納空間}谷被は，所i&の諸研
究(注(8)に同 じ)のd耳炎結果の満足!変から求められた谷積
(4，025m'以上)から， U.ぽ妥当であると言えよう。
以上，ここに提案した標掌台所へのアプローチは必ず
しも絞も適切であり，かつ絶対性があるものとは断定で
きないが.王見イEまでに従示された我I1'Jの法準的f9Uとして
は，最も精度が向しかっ利用しうるものと考えられる。
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Summary 
At present， the way of living are more in confusion， above aU， of cooking and dining. For example， we have gener. 
aUy more dinnerwares and utensils in the kitchen， of Western style， ]apanese style and Chinese style. In according to 
those situations， we have seen so much inadequate and poor kitchen in ]apanese houses as broken in order 
The objects of this study are to research some approximative standard kitchen which is suitable for the present and 
near future way of cooking and dining， and to find the new way of living in ]apan. 
In the same object as this research， we reported on a minimum standard of the kitchen of ]apanese house about 15 
years ago (Reports of the Science of Living， Osaka City Univ.， Vol. 14， 1966)， but ]apanese way of living has become 
t∞much variable between those years 
Here， manyぬcialsぽveyshave been done about kitchens of general houses and public houses， and about opinion of 
the housewives for the kitchen， andωme ex開rimentshave been done on the kitchen with method of hum釦 engineer.
ing. As those re叫 ts:一一
At first， the items have been investigated which are stored in cabinets in the kitchen of ]apanese houses include 
dinnerware， utensils， empty food containers， and it have been tried to determine the number and kind of items to be 
stored in the standard kitchen 
Next， the desirable amounts of storage space have been calculated which are necessary to put away them， where 
and how they are to be stored having been taken into consideration 
At last， a proposal on kitchen unit and the plan of kitchen have been made which are suitable for the house of ]apan 
This recommendations wiU be usefuU to provide functional factory-built kitchen cabinets， and to design and plan the 
kitchen in ]apan 
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